
  地層の区分 

袖ケ浦１丁目地域の地盤構成は、上部より、盛土・埋土層（B）、沖積砂質土層（As1）

もしくは沖積粘性土層（Ac1）、洪積砂質土層（Ds1）で構成され、ほぼ水平に堆積して

います。 

最上部の盛土埋土層(B)は、砂質土を主体としており、地域全体を覆っています。 

沖積層は沖積砂質土層（As1）が主体となっており、沖積粘性土層（Ac1）は一部、

海側でみられます。 

 

表-1 土質層序表 

時代 土質名 土質 記号 特徴 

第

四

紀 

完

新

世 

盛土・埋土層 砂質土 B 
全体に砂質土主体 

貝殻片を混入する 

沖積砂質土層 
細砂     

シルト質細砂 
As1 

粒径が細かく均一な砂を主体とし、少量

のシルト分および貝殻細片を混入する 

沖積粘性土層 
シルト    

砂質シルト 
Ac1 

シルトを主体とする 

全体に粒径の細かい砂を混入する 

更

新

世 

洪積砂質土層 
細砂 

微細砂 
Ds1 

粒径の細かい砂からなる 

所々粘土分をはさむ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  各地層の特徴 

・盛土・埋土層 (B) 

盛土層は、一番表層にあり、粒径細かい砂からなり、少量の粘土分を混入して

います。 

埋土層は、浚渫土ともいわれており粒径の細かい砂を主体とし貝殻片を含んで

います。 

      

・沖積砂質土層 (As1) 

 沖積砂質土層は、全体的に粒径が細かく均一な砂からなっており、少量の貝殻

細片を混入しています。上部では少量のシルト分を混入しています。 

  

・沖積粘性土層 (Ac1) 

沖積粘性土層は、シルトを主体とし、全体に砂分を混入します。 

上部は砂分を全体に多く混入し少量の貝殻片を混入します｡ 

下部は砂分の混入量が少なくなり貝殻片を混入しません。 

 

・洪積砂質土層 （Ds1） 

洪積砂質土層は、粒径の細かい砂を主体としていますが、所々、粘土分を挟み

ます。 

 

 

 

 

 

 

 



Administrator
ノート注釈
黒字の数字及びアルファベットをクリックすると対応する土質横断図面に移動します。
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